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はじめに

文研とNHK放送技術研究所（技研）は，2021 
年にメディア技術を社会実装する際の倫理的・
法的・社会的課題（ELSI）について研究を開始
し，2022年9月からは大阪大学と共同研究を
実施している。筆者らは，その共同研究の一
環として，大阪大学で行われた集中講義に参
加した。その様子を報告し，今後のELSI研究
を展望する。

ELSIとは

日々新しく登場する技術が社会に浸透し，私
たちの生活に大きな影響を与えている。例え
ば，現在注目されている新しい技術として「生
成AI」が挙げられる。「絵を描く」「文書を作る」
といった高度な作業を自動化してくれる便利な
ものであると同時に，さまざまな課題も指摘さ
れている。倫理的側面としては，AIの学習デー
タに誤情報や偏りが含まれる場合に，AIが生
成したものにも誤りや偏りが生じ，社会に悪影
響を与える可能性が指摘されている。法律的な
側面では，学習する大量のデータに誰かの著
作権や個人情報などが含まれることが危惧され
ている。社会的には，教育的な影響を考慮し
て，学生が生成AIを学習で使うことの可否が
議論されている。ELSIの視点で社会への影響
を想定せずに新しい技術の利用が拡大するこ
とは，世界中で憂慮されている。

このような「倫理的・法的・社会的課題」は
“ELSI”（“Ethical, Legal and Social Issues”
の略）と呼ばれ，技術を社会実装する際の「技
術以外」のあらゆる課題を指す言葉として用い
られている。もともとは1990 年に米国でスター
トしたゲノム解析プロジェクトの中で生まれた
概念だが，近年，この考え方はさまざまな分
野に拡大しつつある。社会の信頼を得ながら
研究開発を進めるためには，このELSIへの取
り組みが重要だと考えている。そこで筆者らは，
ELSIの総合的な研究拠点である大阪大学社会
技術共創研究センター（ELSIセンター）との共
同研究を開始し，メディア技術の研究における
課題抽出や配慮すべき事項の整理などに取り
組んでいる。

大阪大学は，大学院生を対象とした講義，
「科学技術コミュニケーション演習」を開講して
いる。特定の科学技術的テーマについて異なる
専門を持つ者同士，また専門家と専門家以外
の人々のコミュニケーションの困難さについて考
え，それらに向き合うための姿勢や作法を獲
得することを目的としている。今回，共同研究
の一環として，NHKのメンバーもゲスト講師と
してこの講義に参加した。

2023年度のテーマは「聴覚に障がいのある
方々向けの放送技術をめぐるELSI」で，9月27
日からの3日間，人間科学，法学，理学，医
学系，工学，基礎工学，生命機能，人文学の
8つの研究科から23人の大学院生が参加し，
実施された。

講義にあたっては，事前に2つのレクチャー
が行われていた。大阪大学の八木絵香教授か
らは，聴覚に障がいがある人が置かれる状況に
ついての概要説明を，NHKからは，技研が開
発した手話CG 技術と自動字幕生成技術など
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を紹介した。
講義では，学生と専門家との意見交換が実

施された。さらに，NPO法人Silent Voiceの尾
中友哉代表理事と，NHKからはELSIや手話
CGの研究を進めている4人の研究員が参加し
た。尾中氏は両親に聴覚の障がいがあり，日常
的に手話を使用して生活してきた。現在は，聴
覚に障がいのある人と障がいのない人がともに
学習や仕事をする場を作る活動を行っている。

 

尾中氏は学生の質問に答える中で，手話CG
の技術開発により手話が身近になり理解者が
増えることへの期待を語った。一方で，手話に
は地域の文化に密接した方言も多く，新しい技
術を開発する際には方言に付随した文化を大
切にすべきという意見も述べた。

NHKからは，手話CGの表現をろう者に確
認することで細かい改善をしているが，学習
データがまだ十分でないために，手話に翻訳
する際の正確性に課題があることなどを説明し
た。

それらの議論を経て，学生からは，手話の
方言をインターネットなどの利用で伝えていけ
ないかという意見や，手話への理解を広げるた
めに学校で手話の教育を導入することへの提
言などが挙げられた。

今後のELSI研究への展望

今回の講義に参加し，得られた知見は次の
2つである。1つ目は，多様な立場の人が参加
することで，新しい技術を社会実装する際に
配慮すべき内容の議論が深まるということであ
る。例えば，ある学生の「話しかけても反応が
ない知人がいたが，後日，耳が聞こえにくいと
知った」というエピソードから，「障がいのある
方々向けのサービスを利用する人の中には，聴
覚に障がいがあることを周囲に知ってほしい人
もいれば，隠したい人もいる」という個々の状
況やニーズの多様性に気がついた。多様な専
門分野を持つ学生のみならず，尾中氏や大阪
大学の教員などが加わり，コミュニケーション
をとることで，配慮すべき内容の解像度が上が
る効果があることを実感した。

2つ目は，新しい研究シーズを創出する可能
性である。例えば，「身につけているデバイスを
利用した情報伝達」や「抑揚などをうまく伝え
られる字幕表現の拡張」などのアイデアも出さ
れた。

今回の講義を通して，科学技術とコミュニ
ケーションのあり方についての，ヒントを得るこ
とができた。それらは今後のELSI研究にいか
していきたい。

（やなぎ けんいちろう/みやざき まさる）

参考文献：
・田高礼子，柳憲一郎（2023）「多様性を認め合い，

持続可能な社会のためのメディア研究～ ELSIに
配慮した研究推進～」『NHK技研R&D』No.194，
pp.44-51

・柳憲一郎，宮崎勝，田高礼子，古宮弘智（2023）
「NHK文研フォーラム2023 研究発表 文理融合で
拓く研究の可能性」『放送研究と調査』第73巻第
9号，pp.34-47


